
ディプロマ・ポ
リシー（DP）

履修学年 ２年 履修学期 後期 単位数 １ 時間数 ２４

1．社会福祉の概念と社会保障制度および福祉制度を理解する。

2．社会保険制度を理解する。

3．障がい者の生活と就労支援の現状を知り、障がい者と共生する意味が解る。

4．福祉を担う職種との連携・協働する意味を理解する。

回 方法 担当教員

　地域の福祉施設（身体障害者・精神障害者・知的障害者）と

　相談窓口の見学

  (1)障がい者の暮らしと健康を支える法に基づくサービス

　(2)地域生活事業と就労移行支援

　  ①見学前グループワーク（2時間）

  　②見学（4時間）、まとめ（4時間）、発表（2時間）

3）ソーシャルサポートとソーシャルネットワーク

　(1)病気や障害で経済的困窮にある人のソーシャルサポート

　　①事例課題  グループワーク・まとめ（4時間）

  　②発表・検討会（2時間）

課題・筆記試験　100点評価

専門基礎分野 健康支援と社会保障制度[3]　社会保障・社会福祉（医学書院）

4）「地域で暮らす障がい者と共生する社会のためにできること」
   パフォーマンス課題
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